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北大水産象報
30(3)， 187-189. 1979. 

シマダジアの培養

能登谷正浩*.鯨 煎*

Heterosiphoniαpulchra (OKAMURA) FALKENBERG 

(Ceramiales， Rhodophyta) in Culture 

Masahiro NOTOYA* and Hiroshi YABU* 

Abstract 

The life-hi的oryof Heteros勿ho仰 p'ulchra(OKAM.) FKBG. w間 completedfor 
30 day culture. Male and female gametophyte哩 producedfrom the culture of 
teもr乱sporegermlings showed to be at晶 1:1ratio， and carpospores liberated from 
femal倒 inthe culture grew into tetr乱sporophytes. In v晶，rioustemperatures from 
rι300C， teもrasporegermlings grew well and bec乱memature in 20。ι250C.
The chromosomes were found to be n=30ー36inぬ.efirsもdivi自ionsof tetrasporan-
gium， n=ca 35 in the first division of tetr乱sporegermlings and 2n=印刷 inthe 
fir凶 divisionof伺 rposporegermlings. 

シマダタア属植物(紅藻!.イギス目)の生活史については既に W田 t1)が北米産の Heterosiplwnia

asymmetriaとH.densiusculaを培養し，両種ともに四分胞子発芽体から四分胞子体が生ずるという

結果を得た。

函館市内の立待岬ではシマダヲア (HeterosipJwniapulchra (OKAMURA) F ALKENBERG)は晩春か

ら夏期にかけてコパノクシペニヒパ Ptilotapectinata f. li初ralisやエゾツノマタ Cゐ河drusyendoi 

の体に着生し 7月から 8月にかけて成熟した配偶体並ぴに四分胞子体を得る ζとができる。今回，

立待岬で採集した四分胞子体から胞子の放出を試み，生活史を完結させ，更に培養で得Tこ四分胞子体

の胞子形成と四分胞子と果胞子の発芽の際11:核分裂をも見たので報告したい。

材料と方法

1978年7月9日に函館市立待岬で打ち揚げのエゾツノマタに着生していた四分胞子体を得，材料と

して用いた。藻体は漉過海水で数回洗糠後，径 5cmのシャーレに滅菌海水と共11:入れて胞子を放出

させた。胞子はミクロピペットで吸い上げ滅菌海水中に移し入れ，乙の操作を数回繰り返した後，ス

ライドグラス上に付着させ容量 30∞の管瓶中11:移し入れて三洋ModelSHR-1∞M型恒温器内で培養
を始めた。前報2)のハネイギスとイギスの培養の場合と同様ミ予備実験として温度は 20.C，光周期は

12時間の明期と暗期とし，照度を 500lux， 1000 lux， 2000 lux， 4000 lux， 8∞o luxの5段階で2週間
培養したと ζろ， 2∞o luxで最も良い生長がみられたので，その後は乙の条件で培養を行った。
本培養で得た四分胞子体から放出された胞子を用い， 照度を 20∞lux，光潤期を 12時間の明期と
e北海道大学水産学部水産植物学講座
(Laboratory 01 Marine Botany， Fωul勿01Fishe1・4ω，HokkaidoU協狗ersity)
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暗期IL設定して温度を 5'C，10'C， 15'C， 20'C， 25'C， 30'Cとし， 30日間培養して四分胞子発芽体

の生長におよぽす温度の影響をも調べてみた。培養には modifiedGrund medium3lを用いて6日毎に

その全量を換水した。細胞学的研究には培養中の発生体を酢酸:アルコール (3: 1)の液で固定し，

Wit回 an4l氏の液で染色した。

結果と考察

四分胞子(径 36-46p.m 平均38.2p.m)は鮮明な深紅色の球形で (Pl.1， Fig. A)，放出後約12時

間でスライドグラス上に付着し 2日後には胞子の一端が伸長して仮根の形成を始めた (Pl.1， Fig. 

B)o 3日後には直立部が伸長し(Pl.1， Fig. C)， 5日後には早くも数個細胞よりなる単列の体とな

る。 ζの時期に体の最下部から 2番目の細胞が分校を形成し (PI.1， Fig. D)，その後はとれが主軸と

なって 4個の周心細胞を有する体に生長し，最初の直立部は殆んど変化するととなく残存する。培養

開始後16日目には発生体は高さ 4-6mmとなり，乙の時，体の先端部に数個の単列細胞より成る精

子嚢枝が形成され(PI.1， Fig. E)，その2日後には精子の放出が認められた(Pl.1， Fig. F)。乙の頃

には雌性体も識別されるようになった。嚢果は通常若い枝を分岐した個所K.形成される (PI.1， Figs. 

G-I). PI. 1， Fig. Gは受精毛を有するブロカルプを示す。培養開始後18日を経た時には殆んどの体

は成熟し，ほぽ 1:1の性比を示した。培養後42日自には雌性体は高さ 2-3cmとなり嚢巣から果胞

子が放出された。果胞子は直径 33-48p.m平均 40.3p.mの球形で四分胞子の大きさとほぼ同じであ

る(PI.1， Fig. J)。果胞子は四分胞子と同様の発生経過をたどり (Pl.1， Figs. K -M) ，胞子放出後20

日目に高さ 0.5-1cmの体となり， 乙れに四分胞子嚢が認められた (PI.1， Fig. N)。放出された四

分胞子は天然の四分胞子体から得られたものと色彩，大きさともに差異はない。

培養によって得た乙れらの四分胞子を種々の温度で培養した結果は表1の通りである。 30'Cでは

培養2日後に胞子の色素体は退色し始め，その3日後には胞子は全て枯死した。 25'C(PI. 11， Figs. 

A， B)では体は最も大きく生長するが，体の径は←般に細くなる。 15'Cから 25'Cでは体は成熟す

るが， 20'Cでは各個体に形成される精子器とプロカルブの数が最も多く，また体の色彩が最も濃い

(PI. 11， Figs. C-F) 0 10'Cでは生長は著しく遅く 30日を経た培養でも体長は0.5-1mm11::しか達し

なかった (PI.II， Fig. G) 0 5'Cでは胞子は培養開始後2週間経ても分割せず，その後に胞子の半数

が徐々に分割を始めたが最も大きな体でも 1ヶ月経た時に 5-7個細胞の体にしかならなかった。 ζ

れらの発生体をその後20'CIL移し入れて培養を続けてみたと乙ろ，体は急速に生長し 20日後には成

熟した雌雄の配偶体が得られた。

Table 1. 1 nfluerwe of eultu1'e t側 pe1'at側 forthe g1'側励。iftetraspo1'e germl句 sof 
Hete1'os時phoniapulehra， under 2000 luxα叫dphoto-du1'atゐ叫 12:12 (light: 
da1'k) fo1' 30 days. 

Temperature |附 I1刊 I2刊 I2問|加。c
ThalIus in Iengぬ (mm) 0.04・0.08 0.5・1 4-6 7-9 8-12 

NMu晶bimrnabn品acZrh iBoifin n sedpaio，acrmh me乱mt旬edrneg(μid m) 
40-50 150-165 150-165 135・180 90-1'20 。 。 40-60 140・180 10・15

Number of procarp in each 。 。 18-24 45-60 15・20
female 

一一一一一

上述の知く培養開始後約2ヶ月後に生活史を完結させたが，その時iと得た四分胞子体の四分胞子形

成の際と，放出された四分胞子の発芽体，並ぴ11::更に 4週間培養して得た雌性体から放出された果胞

子の発芽体で染色体を観察するととができた。
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West1lはHeterosiρ1wniaasy加metriaとH.densiusculaで四分胞子から四分胞子体を生じた乙と

かち，四分胞子形成の際には減数分裂は行われないのではないかと推論したが，今回培養したシマダジ

アでは四分胞子襲内に於げる 2回の核分裂では正常な減数分裂の経過を辿る乙とを見た。又，四分胞

子形成の際のディアキネシス期 (Pl.II. Fig. H)では 30-36.四分胞子発芽の際の第1回核分裂 (Pl.

II. Fig. 1)で約 35.果胞子発芽の際の第1回核分裂 CPl.II. Fig. J) で約60の染色体数が認められ

た。 Magne5lはHeterosiphoniaplumosaの染色体数をn又は2n==44と報告しているが， ζの数は筆

者らが見たシマダヲアの染色体数とは一致しない。

本研究K際し材料の採集その他で隼木正裕氏の御助力を得た。記して今謝意を表する次第である。
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Plate 1. Morphorogical ph制倒inthe life cycle of Heterosiphonia pulchra (OKAM.) FKBG. in 
culture. 

A・1. Succe自自ivestages from the liberated tetr晶sporesto もhem抗uremale and female 
gametophy飴自・ E. Antheridial sori. F. Well matured anもheridialsori. G. Part of a 
female g晶，meωphyte bearing proc晶rp and tricogyne (pointed by品rrow). H. Young 
cystoωrp.I. More adv品ncedcystoωrp. J-N. Successive s七時esfrom the liber抗edωrpo・
spore to the mature tetrasporophyte. L-M. Early s七時凶 inthe developmen色ofinitial 
m晶inaxis. N. Part of もetrasporophyte be品ring 前ichidium (pointed by 晶rrows).
Magnific乱tion:Figs. B-C & J品rein the s品mescale as shown by the b乱rin Fig. A. Figs. E-I 
& K-N are in the飢 mescale a自 shownby the bar in Fig. D. 
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Plate II. Female and male gametophy旬sof Heterosiphonia pul訪問 (UKAM・)FKBG・
produced under various culture temperature自for30 days. A. Male gametophyte in 25

0

C. 
B. Female gametophyte in 250C. C. Male gameωphy飴 in200C. D. Female gametophyte 
in 200C. E. Male gameもophytein 150C. F. Female gametophyte in 15

0
C. G. Immature 

gametophyte in 100C. H-J. Nuclear divisions in Heter凶勿加叫iap叫lchra(UKAM.) FKBG・
H. Diakinesis in the fi~凶 division of the七etrasporangium.1. Late prophase in the first 
division of theωtra略的regermination. J. L晶teprophωe inもhefirst division of the 
伺 rposporegermination~ Magrrification: Figs. A-F. are in the same scale as shown by the 
bar in Fig. G. Figs. I-J. are in the same scale as shown byもhebar in Fig. H. 
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